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曳糸性とは物質が持つ"糸を引く"悼

質のことであり､材料の繊維化に必要不

可欠であるのみならず､食品分野や生物

学分野でも重要な物椎である｡ "曳系惟"

は物質の粘度と相関が深いが､必ずしも

粘度のみで決まるものではなく､非線形

流動(加上硬化)の程度や試験条件､特

に歪速度が大きく影響するo　また､実際

の繊維形成時には､通常温度や組成を変

化させて最終的に固化させるため､繊維

形成時の"曳糸性"はより複雑なものと

なる｡

これまでに報告されている"曳糸性"

の測定法は､いずれも基本的には材料を
一定温度下で引き伸ばした際の最大の伸

びを使用している｡測定のほとんどは目

視に頼るものであり､曳糸性の発現機構
に関する考察も定性的なものにとどまる｡

そこで我々は､無機塩法アルミナ繊維用

紡糸液について液状糸の電気抵抗変化を

利用し､その破断形態及び破断までの直

径変化を定量的に測定する装置を製作し
た(図1)｡また､電気抵抗の測定と同時

に高速度カメラによる撮影を行うことに

よって､液状糸の電気抵抗変化がどのよ

うな液状糸の状態を反映しているかを確

認した(図2)｡

本年度は,上記の研究に基づき,試料

温度および雰囲気温度の制御が可能な曳

糸性評価システムの開発を進めた.この

結果,従来システムよりも高感度かつ連

続的な測定が可能な電気抵抗測定装置を
備え,試料温度300℃以下,雰囲気温度
-10-100℃で制御可能なシステムが開発

できた.現在最終調整中である.

また,精密素材工学科高須･村上研究

室で見出された新しい重縮合触媒による

有機･無機ハイブリット高分子ゾルの繊

維化を意図し,同研究室との共同研究に

よって安定した紡糸液の調整法を探索し

た｡この結果,有機アルミニウムゾルの

系について高粘度のゾルが得られたが,
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現在のところ紡糸液物性の再現性に乏し
い.反応条件を制御することにより,再

現性の向上に取り組んでいる.
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Fig. I Measured electric resistances

plotted aga)nst thread length　(L)

normalized by each breaking length (Lb).
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Fig. 2　High-Speed camera observations

are indicated with the measured electric

resistance and its master curve.


